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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】湿度検知と警告機能を有し、また照明器具とし
ても利用できる多機能の花器を提供する。
【解決手段】多機能花器１０は、台座１１、上蓋１３、
上蓋１３の上にある花器本体１５、及び台座１１内にあ
るセンサー装置を備えてなる。花器本体１５には、生け
花用のスポンジ、花材や水などを入れるための凹み空間
１５１が形成されている。センサー装置は、電子制御盤
、一対の湿度センサーバー１７２、複数の灯具とスピー
カーを備えてなる。一対の湿度センサーバー１７２は、
上蓋１３を通って、花器本体１５の凹み空間１５１にあ
る端子へ差し込むように伸ばされ、凹み空間１５１内の
湿度値を検知する。これにより、適当に灯具やスピーカ
ーに音や光という警告信号を発するようにし、水をやる
よう使用者に知らせると同時に、照明器具としても利用
することができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　収容空間を有する台座と、
　透光性材料で作られ、前記台座の上に設けられ、前記収容空間を閉めるための上蓋と、
　前記上蓋に着脱可能に設けられており、凹み空間が形成され、中に、生け花用のスポン
ジ、花材および水を収容可能な花器本体と、
　前記収容空間内に設けられ、相互に電気的に接続している一対の湿度センサーバー、複
数の灯具、及びスピーカーを備えてなるセンサー装置と、
　を備え、
　前記一対の湿度センサーバーは、前記上蓋を通って、前記凹み空間内にある生け花用の
スポンジまで伸び、前記生け花用スポンジの湿度値を測るように設けられ、
　前記灯具および前記スピーカーは、起動されると光および音を発し、前記花器本体内の
湿度不足という警告を発するように設けられていることを特徴とする多機能花器。
【請求項２】
　前記センサー装置は更に、前記センサー装置の他の部材と電気的に接続されている光セ
ンサーユニットを備えてなることを特徴とする請求項１に記載の多機能花器。
【請求項３】
　少なくとも一つの灯具と一つの充電可能ユニットを有し、前記花器本体の縁に着脱可能
に設けられ、前記センサー装置に電気的に接続している手持ち照明器具を更に備えている
ことを特徴とする請求項１または２に記載の多機能花器。
【請求項４】
　前記上蓋の上には少なくとも一つの穿設孔が形成され、
　前記花器本体の底部には、金属材料で、接点端子として作られ、前記穿設孔に対応する
少なくとも一つの差込部が設けられており、
　前記センサー装置の前記湿度センサーバーは、前記上蓋を通って、前記花器本体の前記
差込部と接触することで電気的に接続するように設けられていることを特徴とする請求項
１に記載の多機能花器。
【請求項５】
　前記台座の底部側には更に、複数のリングが穿設されていることを特徴とする請求項１
に記載の多機能花器。
【請求項６】
　前記センサー装置には更に、前記センサー装置のオン／オフを切り替えるための制御ス
イッチが設けられていることを特徴とする請求項７に記載の多機能花器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、生け花道具の花器に関し、詳しくは、適時に水をやるという警告信号を発す
る機能、及び、外部照明機能を有する多機能の花器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間は、自分の意志で動くことができる動物であり、のどが乾いたとき、自ら水を飲め
ばよいが、植物は、人間の行動を頼りにして、水を取得しなければならない。しかし、人
は忙しいとき、植物に水をやることを忘れて、枯らしてしまう場合が多い。また、花に水
をやりすぎて、逆に根腐れさせて、枯らしてしまう場合もある。このように、花に水をや
ることも学問の一つであり、度が過ぎることや及ばないこともよくない。
【０００３】
　そこで、もし、花器内の水分量を検知し、人に警告信号を発して、適時に植物に水をや
るように設けられている装置があれば、植物が適切に水を保てる状態を確保することがで
きる。具体的には、植物に水をやることを忘れて、枯らしてしまう問題を解決すると共に
、水をやりすぎて、根腐れさせて、枯らしてしまうことも避けることができる。
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　従来、湿度センサー機能を有する大型植物栽培設備は知られているが、一般家庭向けで
、湿度検知と警告機能を有する小型花器はないようである。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、一般家庭向けの小さくてコンパクトな形で、湿度を検知し、使用者に警告信
号を発し、水を適時にやるように設けられており、且つ、屋内用照明器具として利用され
、屋内の光線に応じて自動的に灯りをつけることができ、停電時や暗いとき、取外して単
独の手持ち照明器具として利用できる、優れた実用性を有する多機能花器を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　よって、上述の目的を達成させるため、本考案に係る多機能花器は、収容空間を有する
台座と、透光性材料で作られ、台座の上に設けられ、収容空間を閉めるための上蓋と、上
蓋に着脱可能に設けられており、凹み空間が形成され、中に、生け花用のスポンジ、花材
および水を収容可能な花器本体と、収容空間内に設けられ、相互に電気的に接続している
一対の湿度センサーバー、複数の灯具、及びスピーカーを備えてなるセンサー装置と、を
備え、一対の湿度センサーバーは、上蓋を通って、凹み空間内にある生け花用のスポンジ
まで伸び、生け花用スポンジの湿度値を測るように設けられ、灯具およびスピーカーは、
起動されると光および音を発し、花器本体内の湿度不足という警告を発するように設けら
れていることを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案の第１実施例の側面図。
【図２】本考案の第１実施例の分解斜視図。
【図３】本考案の第１実施例の部分断面図。
【図４】本考案の第２実施例の側面図。
【図５】本考案の第２実施例の手持ち照明器具の分解斜視図。
【図６】本考案の第３実施例の斜視図。
【図７】本考案の第３実施例の部分断面図。
【図８】本考案の第３実施例の掛けフックに掛けられている場合の使用状態を示す図。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本考案の複数の好適な実施例について図面を参照して詳しく説明する。
　（第１実施例）
　図１～図３に示すのは、本考案の好適な第１実施例の多機能花器１０で、台座１１、上
蓋１３、花器本体１５とセンサー装置１７を備えてなるものである。
【０００８】
　台座１１は、三カーブエッジ１１１ａ～ｃ、上向きの開口１１２、開口１１２から下へ
伸ばされている収容空間１１３を備えてなる。台座１１の底端部には、三つのリング１１
５ａ～ｃと差込口１１６とが設けられる。差込口１１６は、外部電源が差し込まれ（未図
示）、センサー装置１７と電気的に接続するように設けられている。
【０００９】
　上蓋１３は、透光性材料で作られ、台座１１の開口１１２を閉めるように設けられてい
る。複数の取付ユニット１２の下端部の取付部１２１は、上蓋１３の通孔１３１を通って
、台座１１の内ネジ穴１１４にネジで締められ、台座１１との組立てが完了する。各取付
ユニット１２の上端部は、丸い球状の支持部１２２に設けられ、花器本体１５の底部を支
持するように設けられている。上蓋１３の中央部には、二つの穿設孔１３２が設けられて
いる。
【００１０】
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　花器本体１５は、各取付ユニット１２の支持部１２２の上端部に置かれ、水、花材や生
け花用品（例えば、吸水スポンジなど）を入れるための凹み空間１５１が設けられている
。花器本体１５の底部には、凹み空間１５１へ突き出している二つの差込部１５２が設け
られている。差込部１５２は、金属材料で、接点端子のような構造に作られ、上蓋１３の
二つの穿設孔１３２に対応するように設けられている。
【００１１】
　センサー装置１７は、台座１１の収容空間１１３内に設けられ、電子制御盤１７１、電
子制御盤１７１と電気的に接続している一対の湿度センサーバー１７２、一つの光センサ
ーユニット１７３、一つのスピーカー１７４、複数の灯具１７５（ＬＥＤ灯）、複数の電
池１７６及び一つの制御スイッチ１７７を備えてなる。そして、複数のネジ１７８と底蓋
１７９を利用して、収容空間１１３内にネジ締められている。
【００１２】
　一対の湿度センサーバー１７２は、上蓋１３の穿設孔１３２を通って、花器本体１５の
差込部１５２内に差込まれ、凹み空間１５１内に突き出すように設けられている。差込部
１５２は、一対の湿度センサーバー１７２と電気的に接続し、凹み空間１５１での水素イ
オンの移動速度を検知するように設けられている。水分が多いときには水素イオンが早く
移動する。逆に、水素イオンの移動速度が遅いと検知された場合、凹み空間１５１内の水
分が少なく、すぐ水などの液体を補給しなければならないということを意味する。そこで
、電子制御盤１７１より、直ちにスピーカー１７４と灯具１７５を起動させ、音や光の信
号を適時に発するようにし、花器本体１５内に水をやるよう使用者に知らせる。また、セ
ンサー装置１７は、制御スイッチ１７７により、ＯＮ、ＯＦＦとＡＵＴＯの三段階動作に
切り替えられることができる。光センサーユニット１７３はＣＤＳ光導電セルである。
【００１３】
　以上の構成による本考案の多機能花器１０の使用方法や特徴、効果について説明する。
　使用者は、花器本体１５の凹み空間１５１内に吸水スポンジを入れ、好みにより、様々
な花材を吸水スポンジに差す。そして、水などの液体を適量に入れ、吸水スポンジに吸収
させ、花材に必要な水分を与えるようにすることができる。
【００１４】
　多機能花器１０は、電池１７６からの電気をセンサー装置１７に供給してもよく、また
は、差込口１１６を家庭用電源に接続してもよい。センサー装置１７は、凹み空間１５１
内に突き出した一対の湿度センサーバー１７２によって、凹み空間１５１内の水分量を検
知できる（水分子中の水素イオンの移動速度から判別できる）。検出値が設定値より低い
とき（水素イオンの移動速度が遅い場合）、スピーカー１７４を起動させ、音を発し、灯
具１７５の光を発して、警告信号を発して、水をやるよう使用者に知らせる。また、光セ
ンサーユニット１７３により、光線が弱いと検知されたとき（例えば、夜間）、信号を電
子制御盤１７１へ送り、各灯具１７５、１９１が光を発するようになっている。
【００１５】
　このように、多機能花器１０を使用することにより、水をやることを忘れて植物を枯れ
させる問題を避けることができ、スピーカー１７４や灯具１７５が動作しないときは、水
をやらなくてもすみ、また、水をやりすぎて、植物の根腐れで枯らしてしまうという従来
の欠点を徹底的に解決し、期待される目的を達することができる。
【００１６】
　（第２実施例）
　図４と図５に示すように、本考案の第第２実施例の多機能花器１０は更に、花器本体１
５の縁に着脱可能に設けられ、センサー装置１７と電気的に接続している手持ち照明器具
１９が設けられている。手持ち照明器具２１は少なくとも一つの灯具１９１（ＬＥＤ灯）
、一つの充電可能ユニット１９２、及び灯具１９１と充電可能ユニット１９２を被覆する
ための筐体１９３、１９４が設けられている。
【００１７】
　光センサーユニット１７３により、光線が弱いと検知されたとき、灯具１９１が光を発
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して、水をやるよう使用者に更なる知らせを行うことができる。また、センサー装置１７
により、電気中断時（例えば停電）だと検知されたとき、手持ち照明器具１９は光を発す
ることができる。また、花器本体１５から取外して、単独に照明器具としても利用できる
。そのうえ、筐体１９３、１９４は、様々な可愛い昆虫の形に設けられてもよく、例えば
、てんとう虫、蝶、蜂蜜の形で花器本体１５に止まるようにして、多機能花器１０の見た
目を更に美しくすることができる。
【００１８】
　（第３実施例）
　図６～図８に示すように、本考案の第３実施例の多機能花器１０の台座１１は、単独に
使用してもよく、机の上に平らに置いてもよい。または、その一つのリング１１５ｃを壁
掛けフック２０に掛け、センサー装置１７内の点灯する灯具１７５を利用して、装飾や照
明器具として使用できる。
【００１９】
　上述した内容をまとめると、本考案の多機能花器は、湿度を検知して、音や光を発して
、植物に水を適時にやるよう使用者に知らせる機能のほか、屋内照明器具として利用可能
で、屋内の光線に応じて、自動的に点灯できる機能、また、取外して、単独に手持照明灯
としても利用できる機能を備え、環境美化や生命教育などにも適した多機能を兼ね備えた
、優れた実用性があるものである。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　：多機能花器
　１１　：台座
　１１１ａ～ｃ：三カーブエッジ
　１１２：開口
　１１３：収容空間
　１１４：内ネジ穴
　１１５ａ～ｃ：リング
　１１６：差込口
　１２　：取付ユニット
　１２１：取付部
　１２２：支持部
　１３　：上蓋
　１３１：通孔
　１３２：穿設孔
　１５　：花器本体
　１５１：凹み空間
　１５２：差込部
　１７　：センサー装置
　１７１：電子制御盤
　１７２：湿度センサーバー
　１７３：光センサーユニット
　１７４：スピーカー
　１７５：灯具
　１７６：電池
　１７７：制御スイッチ
　１７８：ネジ
　１７９：底蓋
　１９　：手持ち照明器具
　１９１：灯具
　１９２：充電可能ユニット
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　１９３、１９４：筐体
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